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比トヨタにおける長期未解決労働争議に関する抗議および申入れの件

私たちの闘いが25年を迎えているこの時期に名古屋市および愛知県においてはアジア大会およびアジアパラリンピック大会が開催中ですが、私たちが、我が労組TMPCWAを代表して、我が組合TMPCWAに対する組合潰しを目指した大量虐殺にも等しい解雇に関する友好的解決を貴社が相も変わらず頑なに拒絶していることに対して貴社に抗議するため、我が国フィリピンからここ日本に再度やって来ました。これに関して私たちはここに満腔の怒りをもって強く抗議します。

本年は偶々フィリピンと日本の二間国の国交正常化70周年に当たっています。もしも貴殿らおよび貴社がこの正常化がどのようにして達成され得たのか、そしてまたどうして「樹立」とは言わず「正常化」と言うのか、その歴史をたとえほんの少しでも真剣に学び取るならば、フィリピン人とは真に忍耐と忍従と寛容の国民であることを知ることができるでしょうし、貴殿らおよび貴社の傲慢な態度をこれ以上固守することができなくなる筈です。

この事に関しここでお話しておきたいと思うことがあります。おそらく貴殿らはご存知ないと思いますが、フィリピンのフェルディナンド・マルコス二世大統領が上記70周年祝賀のため日本政府から国賓として招かれ訪日しようとしていることを知った私たちは、この機会を利用して、豊田章男氏やTMC経営陣諸氏を飛ばして、日本の高市早苗首相に直々に本件の解決のためご尽力方要請下さるよう、マルコス二世大統領に要請しました。真に幸いにも、我が国の大統領は私たちの願い出の趣旨を正しく理解して下さりました、が大統領はそのような方法に訴えることを潔（いさぎよ）しとせず、代わって先ずは我が国国内で本件の解決に最善を尽くすことを選ばれました。かくして大統領は我が国政府、とりわけ労働雇用省に最善を尽くすよう訓令されました。これにより労働雇用省は、目下、比トヨタの過半数（51％）株主であるフィリピンのGTキャピタル・ホールディングズ社の副会長でもある、比トヨタ社のアルフレッド・ティー会長への積極的な接近に努めているところです。貴社派遣の比トヨタ橋本正人社長を経由せず直接アルフレッド・ティー会長の許に向かったのは、橋本氏が本件に対しあまりにも冷淡であり、かつ後ろ向きの人であるからです。

現在までのところでは比トヨタのアルフレッド・ティー会長は相も変わらずTMPCWAに対する組合潰しの態度を取り続けています。このことは、TMPCWAとの対話を行おうとせず、争議解決のため、かの悪名高い「フィナンシャル・アシスタンス」金を我が組合員個々人に連絡し、これを受け取らせてしまえばハイソレマデヨという態度に表れています。しかしながら、労働雇用省の懸命なご努力のおかげで、比トヨタのアルフレッド・ティー会長がまっとうに心を入れ換える日が遅かれ早かれやって来るはずです。そこでTMCの豊田章男会長殿、貴殿が一片の情けを持ち合わせておられるなら、どうか如上のような流れを妨害することなく、むしろあるべき道筋に沿って助け舟を差し向けて下さるようお願い致します。

ところで、私たちは僅か数日前に来日したばかりですが、予想に反してアジア大会およびアジアパラリンピック大会をめぐっての熱狂ぶりが見られないことに大変驚いています。しかしそれもその筈です。それは、結社の自由に関するILO条約およびビジネスと人権に関する国連指導原則に違反する企業はスポンサーにはなれないというルールが大会組織員会により採択されているにもかかわらず、それに違反している貴社は最高位のスポンサーになる資格などないのに組織員会を丸めこんで、恥も外聞もなくプレステージパートナーに成りすましているからにほかなりません。それゆえにTMCは堂々と振舞うことができないように見受けられます。

たとえ今回の前記大会を乗り切ってしまうことができたとしてもTMCの悪評は未来永劫にわたってつきまとって行くであろうと、私たちは言い切れます。このようなトップマネジメントの不正行為と、そのような上司に向かって道を踏み外さないよう直言する勇気を持った人が誰もTMCに存在しないことは、実に嘆かわしいことであると思います。TMCのこのような現状がまた、私たちの争議案件のいかなる友好的な解決を進めることに対してもブレーキをかける役割を果たしているのであろうと、私たちは真に憂慮するものです。

私たちは、勿論私たちの事件のことを含めてですが、貴殿らと貴社が真剣に再考慮されるよう衷心より訴えます。
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